
 

フランス社会のなかのカトリシズム 

―「復興」の背景と内実を考える― 
Le catholicisme dans la société française : Exploration d'un réveil 

フィリップ・ポルティエ教授 
（高等研究実習院） 

Conférence de Philippe Portier (EPHE, Paris ) 

主催：同志社大学一神教学際研究センター（CISMOR） 

共催：同志社大学神学部・神学研究科 

【助成】科研基盤（B）「ヨーロッパの世俗的・宗教的アイデンティティの行方―政教関係の学際的比較研究」
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日 時 
 

2017 年 3月 3日（金） 17:00〜19:00 

公 開 講 演 会 

会 場 
 

同志社大学 今出川キャンパス 神学館チャペル 

言 語 
 

フランス語（逐次通訳あり） 

入場料 
 

無料 

問い合わせ 
同志社大学 一神教学際研究センター 

602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入 TEL075-251-3726  

E-mail rc-issin@mail.doshisha.ac.jp 

 

ライシテの国フランスは、宗教を公共空間から取り除く傾向が強いと思われがちである。

ところが、近年では、カトリックの社会における影響力が増しているようにも見受けられ

る現象がある。これは「カトリック復興」と見なしてよいのであろうか。本講演会では、

このような動向の背景と内実について検討する。 


